
地

球

餅
十
五
怨

的
;I;
代

の
∫t
期
化
'G
榊
は
介
名
の
戯
碑
な
る
に
於
て
北
正

を
見
ず
.

氏
に
し
て
始
め
て
川
水
た
恥
柴

で
あ
る
O
共
犯
粥
は
,F
zに
命
名
州
約
に

関
す
る
耕
瑚
で
あ
る
か
ら
額
門

11勺
で
あ
っ

て

1.
般
紙
坊
に
は
排
卵
で
あ

る
か
も
知
れ
な

い
が
兆

々
に
は
損

に
放
流
な
る
文
献
と
な
る
も
の
で
あ

る
｡
た
だ
惜
む
ら
-
は
林
床
地
が
ど
の
地
肘
に
屈
す
る
か
が
明
か
に
き

れ
て
な

い
郡
で
あ
る
｡

今
野
代
の
柄
物
化
前
納
は
勅
撰
解
に
も
刑
る
棟
に
懇
切
に
説
き
川
し

氏
の
糾
糊
な
る
梯
川
上
の
見
卿
を
経
机
に
躯
伏
し
た
も
の
で
粧
し
-
不

審
車
叔
良
き
部
分
で
あ
る
｡
地
方
的
地
球
に
余
-
則
ハ昧
な
き
鮮
従
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
あ
つ
て
も
今
即
氏
の
継
佃
化
不
に
粗
す
る

.1
細
を

見
逃
す
邸
が
川
祈
な

い
か
ら
此
部
分

の
緒
に
だ
け
で
も
不
省
を
求
め
る

の
班
は
あ
る
0

本
糊
代
は
本
文
を
昭
常
す
る
が
御
撰
瀞

の
佃
を
戚
リ
地
邪
嘩

一
般
に

捗
り
常
務
獅
特

の
桝
祝
法
を
以
て
餌
を
起
し
て
ゐ
る
r3
ま
た
山村
茄
の
折

光
は
比
絞
上
加
味
の
も
の
で
あ
る
が
何
棟
に
牌
期
か
ら

説

い
て
あ
る
か

ら
等
門
･;i
な
ら
ず
と
も
柴
に
約
め
る
｡
本
間
潜
は
･;
分
か
､皇

;
別
し
て

岩
石
の
研
究
は
未
だ
兄
成
し
な
い
と
し

て
ゐ
る
J
し
か
し
水
耕

の
埋
封

と
し
て
は
可
な
り
充
分

=
も

の
と
言
は
ね
ば
な
ら

ぬ
｡

本
間
潜
は
抽
蟹
税
政
に
加
地
現
象
を
此
佃
し
て
ゐ
る
が
比
は
特
に
フ

ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
研
究
に
於
て
耐
C
:
い
瓜
ひ
附
き
で
あ
る
｡
此
純
婆
な

る
フ
ォ
ッ
サ

マ
グ
ナ
の
研
究
は
な
ほ

1
府
奥
に
焚
き
迎
ま
ね
ば
な
ら
ず

多
-

=
子
を
産
む
都
が
水
何
州

の
同
鍵
の
十
の
勉
で
あ
ら
う
｡
(絹
山
)

0

倍

濃

中

部

地

質

園

本
州
不
二
Ei
'
小
山
曲
別
悲

信
紙
数
育

鰐
四
怨

至
二

七
八

骨
小
倣
上
川
部
骨
炎
行

･:14
倍
六
仰

せ
今
晋
総
額
汝

十
二
況
分
ノ
∵

川
に
紺
面
闘

山
北
を
附
す
｡
信
濃
申
郷
地
封
謎
と

併
せ
紙
む
べ
き
も
い
で
判
り
脱
し
て
雄
㍍
し
た
S
は
他
州
瀞

の
何
故

の

館
で
あ
ら
う
｡
鮮
別
な
る
印
刷
を
抑
吹
す
る
｡

_
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O

栄

団

の

自

動

車

退
室

一
十

故印刷
に
杓
珊
坤
が
川
現
し
て
米

開
聞
拭
批
肺
に
大
な
る
㍍
肝
を
糾

(
た
｡
日
食
と
耕
骨
と
を
附
は
ず
外

川
に
は
交
池
械
組
と
し
て
川
ひ
ら
れ
'
郊
外
又
は
公
附
に
川
で
1
柵
劇

蹄
戯

.:B
捌
韓
と
州
北
ん
で
誰
.'*
な
舶
柴
梯
捌
と
な
り
退
路

の
改
止

と
北
ハ

に
長
距
離

交
細
粒
例
と
し
て
汽
船
雌
把

の
位
紀
を
群
は
ん
と
し
､
現
に

一
九
二
八
中
米
的
人
の
カ
ナ
ダ
版
行
帝

の
任
用
し
た
自
鋤
咋
故
は
三
甘

六
十
五
代
;P..輔
に
接
し
た
､
き
う
し
て
磯
路
及
汽
船
に
ょ
る
も
の
は
多
少

鵬
じ
て
ゆ
-
'
き
う
し
て
日
動
辞
が
榊
加
し
た

If
め
に
､
米
綿
は
凝
火

な
ゴ
ム
の
脚
虫
問
と
な
り
'
そ
の
脚
判
例
十
四
胡

噸
中
八
割
五
分
は
タ

イ
ヤ
此
ハ他
の
材
料
と
Lt
-
､
故
顔
中
の
ギ
ヤ
ソ
リ
ン
の
八
割
も
亦
之
に

教
や
き
れ
､
蛾
は
放
尿
の
1
割
八
分
'
柵
千
枚
は
七
割
四
分
､
ア
ル
､､､

IJ
ユ
ー
ム
は
こ
制
七
分
'
銅

の
山
捌
五
分
を
州
ひ
'
装
飾
用
柔
綾
は
六

割
硬
木
は

一
割
九
分
､
錫
は
二
捌
･;(
分

い
づ
れ
も
･hT77
謝
辞
の
製
造
に
用

ひ
ら
れ
る
t
か
-
て
紅
接
間
接
に
‖
御
叫
に
捌
怖
す
る
米
人
的
甘
二
十

田
端
人
と
糾
し
約
ど
米
閥
の
細
酒
的
非
命
を
水
し
た
'
そ
の
地
産
は
桝

内
井
川
を
充
た
す

の
み
で
な
-
外
例

(
越
川
L

l
九
二
八
坤
の
緑
川
先



億
弗

を
こ
･23枇
非

の
日
勤
州
の
七
捌
七
分
は
米
川
製

で
あ
る
'
今
枇
非

の
紙
数

三
千
打
七
十
七
前
端

の
申

米

的

イ
ン
グ
ラ
ン
ド

フ
ラ

ン
ス

カ

ナ

ダ

ド

イ

ツ

二
四
㌧
四
九

〇t
O
C
O

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ

ア

ル
ゼ
ン
チ

ン

イ
タ
リ
ーI

lJ
rl
I
t,ン
-
ラ
ン
ド

ス
ペ
イ
ン

ス

♪

エ
ー
デ

ン

南

ア
フ
リ

カ

ポ
リ
ビ
ヤ

日

本

一
'

1
二

〇､
0
0
0

二

〇
九

〇､
C
O
O

1
'
〇
六

〇
､

O
C
〇

五
三
〇
t

C
)0
0

就

1

ot
C
tO
O

f.f二

〇七
〇
0
0

1
八

〇､
O
C
O

t
申

U
､

O
C
O

1
五
〇
㌧

〇
〇
〇

三
〇
㌧

0
0
0

1
三
〇
､

C
O
O

一
一
〇
'

〇
〇
〇

七

四､
0
0
0

I-.,I
叫..,1

人

目
測
証
人
に

一

三
十
二
人
に

1

三
十
七
人
に

一

九
人
に

一

首
十
八
人
に

1

十
二
人
に

1

?
･

二
三
〇

人

に

1

九
人
に

一

1
五

山
人
に

1

円
七
人
に

1

六

1
人
に

一

七
〇
人
に

一

八
先

〇
人
に

1

こ
の
表
は

い
か
に
も
耐
白

い
窃
紙
を
誹

る
も
の
で
人
;
締

鞘
な
蛸
拙
な

樹
税
目
湖
畔
が
多

い
､
恐
ら
-
押
水
に
支
那

の
目
刺
叫
は
相
加
す
る
で

あ
ら
う
､
き
う
し
て
米
閥
に
つ
い
で
北
ハ
の
紹
川
が
あ
る
と
皿
は
れ
る
､

こ
と
LJ
支
那

の
ど
と
-
銚
誠
や
F.
川
航
路

の
技
法
し
な

い
脚
に
於
て
は

獅
虹
で
あ
る
､

こ
の
際
支
那
で
･;
捌
叫
工
業
を
出
す
必
班
が
あ
る
と
;心

は
れ
る
P
米
帆
で
･;
捌
叫

の
諾
.は
フ
ォ
ー
ド
で
あ
っ
て
.i
九
二
三
印
に

牲

糾

は
米
帆

の
北
緯

の
日
.:
八
鵜

の
里
二
.･;

九
爪
飴
を

つ
-
つ
た
へ
氾
頃
は

関
北
日
動
叫
が
お
と
ろ
へ
て
t
m
H
捌

坤
が
流
行
し
て
ゐ
る
t

.L
九
二

八
叫
に
は

八
㍍;
七
十
六
弗
平
均

の
も
の
が
よ
-
う
れ
た
J.
北
示

韓
牧
閏

甘
三
十
五
孤
霜

に
壮
し
世
外

の
八
割
八
分
を
占

め
'

フ
ラ
ン
ス
や
鵜
川

は
約

二
十

1
鵜
端
L

か
つ
-
ら
な
か
っ
た
'
ド
で
ツ
は
九
粥
'
イ
タ
リ

ー
は
記
航
空

T
t
放
列
帆

で
さ
(

一
端
三
千
か
.
つ
-
つ
た
'
日
本
も
ユー

-
北
拭
な
も
の
を
つ
-
る
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
｡

o

未

開

ェ

且

Ⅰ

イ

ン
グ

ラ

ン

ド

地

方

の

エ

黄

新
英
樹
即

マ
サ
チ
エ
セ
ッ

ッ､
メ
ー

ン
､

ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ

シ
ャ
､

バ
モ
ン
ト
'

コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
及

ロ
ー
ド
ア
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
六
川

は
米
相
で
砧
も
ET
-
糊

け
た
桝

で
工
場
も
夙
に
逝
沙
し
た
故
に
現
邪

で
も
獅
介
助
'
繊
維

.
改

革
韓

の
工
業

に
つ
い
て
米
柵

の
､H
L;公
地
ガ
で
あ
る
が
､
南
北
織
部
ま
で

は
米
桝
で
餌

1
位
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
妃
朋

で
は
他
の
地
〃

の
閃
教

に

つ
れ
て
､

こ
の
地
方
は
そ
れ
程
で
な

い
､
式
は
漸
-
衷

(
る
と

い
ふ
人

も
あ
る
位
に
か
ば
っ
た
｡

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
∴
出光･と

い
へ
ば
従
水

.1
椴
に
繊
維
∴
難
'

及
靴
戦
法
栄
を
恕
起
し
た
け
れ
ど
も
仙
放
射

の

山
九
二
五
JI三
庇

の
訓
恋

は
光

の
如
-
で
あ
る
C

脱
料
相
和

糊
料
慣
約
千
相

異
=
m
仰
絡

千
非

分

屈

H
I
柴

毒

ハpl･nL山ハ六
二

一
pJ
)

1.誓

ヨ

ニ
宍
二
六

%
)

批

枇

工

米

三

三
tM八
八

三
七
%

〕

二
㌧六
三
p
lI宍

三
二
%

)

皮

聯

及
ゴ

ム
非

望
六
p究
八
(
1
二
%
六
)
窒

ヨ

六
一(
〓

1肘
川
こ
)

製

紙

印

刷

一盃

遠

賀

八
%

ニ
)

豊
川
.
ilEl,光
(
九
肘
川)

至

三

七
九
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地肌

〓日

韓

袈

晶仙

揺
二
八九
'雲
0
(
九
肘
川)

蚕
lr
O
八
11(
四
%
七
)

三
二
九
票
(
六
%
九
)

計

三
､三
脚
､八
芙

節
十
五
谷

望
荘
'天
宍
七
%
)

嘉
Jr

四
〇
六
四
%
八
)

田
奈
'望
宍
八
%

一
)

irkt
二
二
'
OO
i.

こ
の
統
計
に
よ
る
と
エ
B.#
申
介
腐

二
光
は
倭
位
に
あ
る
､
紙
緋

工
菜

と
皮
非

.11
1･
:工
業

の
三
解

.[vd･E.収
益

の
七

一
%
に
捷
す
る
､
工
場
も
銀

燭
∴
米
に
屈
す
る
も
の
三
'
六
六
二
で
節

1
位

で
あ
-
純
緋
工
紫
は
二

五
七
九
で
あ
る
｡

之
を
米
的
公
雄

の
エ
栄

に
比
織
す
る
と

1
九
二
七
叫
に

-三

-
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
地
方
は
全
納

の
約

一
〇
%
九
七
に
接
し
舛
糾
八
甘
端
抑
以
上

の
収
益
を
上
ぐ
る
も
の
五
十
九

稗
の
中
田
十
二
柿
を
辞

し
依
鶴
と
し
て

釆
閥
に
於
て
の
エ
米
中
心
た
る
の
粒

が
あ
る
'
詫
し
こ
の
地
方
は
歴
史

が
古

い
か
ら
共
相
対
が
他

の
地
方

に
此
し
て
多
様
で
あ
る
'
そ
の
製
&
)

に
.も
熱
純
を
箪
す
る
も
の
が
多
-
時
計
や
蟹
石
呼

の
如
法
は
他
の
新
起

工
架
地
で
は
山
水
な

い
.
ま
づ
き
う
し
た

こ
と
を
考

(
る
と
'
こ
の
エ
紫

の
歴
史
と

い
ふ
こ
と
は
頚
部
な
紋
日
を
も
つ
も
の
と
い
(
る
で

あ
ら
う

0

人

絹

と

尊

宅

近
舛
人
絹

の
槌
頭
に
ょ
り
中
電
響

m
の
附
教
桁

少
の
仰
あ
り
､
し
か
も
人
相

の
縮
嬰
益

々
旺
盛
で
あ
る
か
ら
'
神
水
孝

平

の
地
位
に
ど
ん
な
鮮
群
を
及
ぼ
す
で
あ
ら
う
か
と
考

(
て
み
る
に
'

い
か
に
も
婦
人
収
や
寅
内
誰
僻

の
改
番
は
人
的

の
詔
.'*
を
盛
ん
に
す
る

で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
､
羊
毛
は
之
に
射
し
て
太

の
弧
味
が
あ
る
｡
節

l

*
毛

の
術
給

の
関
係
を
み
る
に
日
下

の
単
巧
併
給
閥
は
傑
洲
､
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
'
甫
阿
'
浦

p
デ

シ
ヤ
'

ペ
ル
ー
t

p
シ
ャ
､
氷
テ

フ
-
カ
及

堺
田
班

票

田

八
〇

南
印
度

で
あ
る
､
見
時
伏
絵
図
は
炎
生
産
高
が
殆
ど
=gf･'杓
に
姪
し
今
後

十
坤
間
に
丈
に
大
に
卿
加
し
な

い
､
世
外
政
火

の
羊
毛
閥
た
る
淡
洲
と

雄
も
､
硯
非
以
上
は
川

せ
な

い
､
何
と
な
れ
ば
人
口
将
加
の
た
め
に
飼

串
袈
肴
は
苑
的
的
に
な

っ
て
ゐ
て
､
生
産
故

が
践
-
な
る
の
み
で
な
-

小
歩
や
玉
狙
黍

の
耕
地
が
聯
加
す
る
た
め
に
'
準
例
は
段

々
劣
等
地
に

退
却
す
る
静
で
あ
る
か
ら

一
九

1
三
年
以
後
人
目
増
加
と
羊

毛
樹
産
と

の
刺
介
を
み
て
も
わ
か
る
や
う
に
､
人
口
の
方
が

一
汐
さ
き
に
す

1
ん

で
ゆ
-
0

他
方
に
於
て
人
口
の
相
加
に
仲
ひ
串
毛

の
謂
額
は
潮
塘

し
､
殊

に
北

洋
訊
問
の
此
仰
向
は
背
し
-
､
日
本

で
は

l
九
二
七
年
に
人
口
八
千
四

甘
鵜
を
元
し
､
羊
毛
の
職
人
持
前
印
度
八
千
甘
四
十
茂
樹
か
ら
､

一
躍

し
て

l
億
五
lH
溺
礎
に
激
耕
し
た
'
又
同
年

の
毛
織
物
及
毛
糸

の
輸
入

も
相
加
し
た
｡

一
九
二
六
年

電

赫

l
二
､

三

毛

織

物

こ
こ
､
ヒ

1
九
二
七
舛

1
八
､
三

二
ハ
､
五

中
郷
拭
閥
及
英
樹

印
鑑

に
於
け
る
鰭
嬰
も
漸
樹

の
仰
向
で
欣
洲
式
服

製

の
流
行
で
羊
屯
の

群
,輩
は
聯
逝
す
る
､
又
人
絹
と
羊
毛
と
の
交
掛
物

は
今
徒
益

々
放
行
脚
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